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5月14日、大東ケ丘サントピアホーム（園長＝花田昭一） 

の園生と職員19人が芦野公園ふれあい広場の花時計跡の

花壇に花の苗を植えました。 

芦野公園の環境美化にと、園生が作業実習でホーム内

のハウスで育てたサルビア、けいとう、マリーゴールド、インパスチェンスの 4 
種類400本を園生の実習を兼ね丁寧に植え、町に寄付しました。 

円形の花壇には、各種類ごとに放射線状に色とりどりの花々が植えられ、訪れ

た人たちの目を楽しませていました。 
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闘器 
金木町朝野球協会（理事長＝ 

川口哲）主催の平成15年度朝野

球選手権大会の開会式が 5 月18 
日早朝、運動公園野球場で開催 

されました。 

10チーム、約150人が参加レた開会式では、前年度A級優勝のリラ

ックス、B級優勝の川倉愛球クラブからそれぞれ優勝旗が返還され、 

協会会長の鳴海町長があいさつし、選手を代表してリラックスの岩村

弘男主将が「健康管理に努め交通事故に十分気をつけプレーすること

を誓います」 と力強く選手宣誓。この後、抽選によりリラックス対の

んべえずの試合が行われ、今年からA・B級の区別がなくなり総当た

りによるシーズンが開幕となりました。 、 

ち
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別れ嗣怠イペント 
43年間町の玄関口として親しまれてきた金木駅舎が建て替えになることから 5 

月24・25日の 2 日間、同駅で 「さようなら金木の古い駅 

舎お別れ記念イベント」が開催されました。 

イベントには、退役した気動車や旧型客車に今では見 春ミこ～~~＝「遣ニニどー 
ることができない無蓋貨車などが五所川原・金木間を特 ”二」き三稀ミ蔓二

別運行されるとあって、県内外から多くの鉄道フアンが ir, 、静・,舞ーー 

カメラを手に訪れていました。その他、駅長事務室公開 一王ー山 L無議ー 

や記念乗車券販売、駅食堂臨時営業など行われました。 
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村

の
中
学

生
た
ち
が
、

東
京
へ

修
学
旅
行
に
行

き
ま
し

た
。

上
野

駅
近

く
の
稲
穂

旅
館
で

一
夜
を
過

し
た
生
徒
た
ち
は
、

早
朝
観
光
い
ハ

ス
で

都
内
見

学
と

い
う
の
で
、
 
玄

関
に

集
ま
っ

た
。

と
、

深
見
ュ
キ

が
 
「あ
っ

」
 
と明
ん
だ
。
 
二
階

の

部
屋
に
、
 
ハ
 
ン
ド
いハ
 
ック
に
入
れ

た
財
布

を
忘
れ

て
き
た

の
で

す
。
 

「
女
中

さ
ん
、
 
部

屋
サ
、
 
忘
れ

物

し

て
き
た
ん
じ
。

す

み
ま

せ
ん
け

ど
、
ハ
ン
ド
バ
ッ

ク
、

ム
ン

ツ
ケ
ラ
、
 

持
っ
 
て
き
て
ケ
レ

」
 
と
頼

ん
だ
。
 

若
女
中
は

小
走

り
に
階

段
を
上
が

っ
て
い

き
、

し
ば

ら
く
し

て
青
ざ

め
た
顔
で
降

り

て
く
る
な
り
、

「
ハ

ン
ド
い
ハ
 
ック
は

あ

り
ま
し

た
が
、
 

ム
ン

ツ
ケ
ラ
は
い

く
ら

捜
し

て
も
、
 

あ
り
ま

せ
ん

」
 

（
森
 
平
）
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5月30日、中央公民館で元祖日本猿劇場による「お

猿の劇場」の公演が行われました。 

公演には 3 ケ月の小猿から15歳の親猿ら約30頭が出

演。鉄棒に大・中・小の玉乗り、バットやほうきを使

った竹馬乗りなどの個別芸に、10数頭がー同に出演し

たお猿の勉強会の集団芸を披露して、訪れた観客から拍手

と笑いが起こっていました。 

福島県郡山市に拠点を置き、日本全国の市町村を訪れて

いる同劇場の池下幸夫社長は「年間300回以上のステージを

こなし、めったに見られない芸をたくさん披露してますの

で楽しんでください」 と話していました。 

5月30日、中央公民館で元祖日本猿劇場による「お

猿の劇場」の公演が行われました。 

公演には 3 ケ月の小猿から15歳の親猿ら約30頭が出

演。鉄棒に大・中・小の玉乗り、バットやほうきを使

った竹馬乗りなどの個別芸に、10数頭がー同に出演し

たお猿の勉強会の集団芸を披露して、訪れた観客から拍手

と笑いが起こっていました。 

福島県郡山市に拠点を置き、日本全国の市町村を訪れて

いる同劇場の池下幸夫社長は「年間300回以上のステージを

こなし、めったに見られない芸をたくさん披露してますの

で楽しんでください」 と話していました。 
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： 柳jSプ7ラ乞1ョイ2mg 
若松町の外崎正・恵子夫妻が 6月 9日、ボランテイ

アで藤枝溜池国道沿いの東屋にある花壇を手入れし約 

200本のマリーゴールドとコスモスの苗を植えていまし

若松町の外崎正・恵子夫妻が 6月 9日、ボランテイ

アで藤枝溜池国道沿いの東屋にある花壇を手入れし約 

200本のマリーゴールドとコスモスの苗を植えていまし 

た。 
S 

. 	 "-0 

毎年今の時期に行って 6年目となるこの日も、夫婦 

揃って花壇を整地し、水と肥料を与えた苗床へ自分たちが栽培した苗を 2本1東にし丁寧に

植え、休憩に訪れたドライバーを和ませていました。 

作業を終えて外崎さんは「体力が続く限り、続けていきたい」 と話していました。この後、 

、

定着するまでの 4 ~ 5日間は枯れないよっにと毎日水を与えていました
。 	 へ 
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・ 毎年今の時期に行って 6年目となるこの日も、夫婦 

： 揃って花壇を整地し、水と肥料を与えた苗床へ自分たちが栽培した苗を 2本1東にし丁寧に 

． 植え、休憩に訪れたドライバーを和ませていました。 

’ 	作業を終えて外崎さんは「体力が続く限り、続けていきたい」 と話していました。この後、 

： 定着するまでの4~5日間は枯れないようにと毎日水を与えていました。 
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「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
 



ら
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
町
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
相
談
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
の
全
額
・
半
額
免
除
は
、
申
請
し
承
認
さ
れ
る

と
そ
の
免
除
期
間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
万
が

ー
の
こ
と
が

あ
っ
た
時
に
も
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
 

国
民
年
金
で
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
方
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

免
除
制
度
を
利
用
す
る
方
の
所
得
状
況
に
合
わ
せ
て
全

額
免
除
と
半
額
免
除
が
あ
り
ま
す
。
 

圏
全
額
免
除
 

保
険
料
の
全
額
を
免
除
す
る
も
の
で
、
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
将
来
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
つ
い
て
は
保
険
料
を
納
め

た
時
の
三
分
の

ー
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

圏
半
額
免
除
 

保
険
料
の
半
額
免
除
し
、
残
り
の
半
額
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
残
り
の
半
額
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
は
将
来
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

つ
い
て
は
全
額
保
険
料
を
納

め
た
時
の
三
分
の
二
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

圏
こ
注
意
く
だ
さ
い
 

半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
残
り
の
半
額
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
そ
の
期
間
は
未
納
扱
い
と
な
り
、
事
故
や

病
気
で
重

い
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
方
は
残

り
の
半
額
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
よ
う
。
 

ふるさと 

 

 

東京都文京区に在住し、本会の理事及び昭和30年度金木中学校卒業 	Vol.11 
生関東在住者で構成される「七タ会」事務局を務めている南新町出身の 

角田博さんのお便りを紹介します。 

昭和30年度金木中学校卒業生です。 

金木在住の同期生の温かい助けを受け、関東在住者の仲間で「七タ会」ができ、会食、旅行と仲良

くやっております。ご家族、知人に昭和15年生まれで金木中学校

卒の方が居りましたら、東京ふるさと金木会と合わせ「七タ会」 

にも連絡いただければ幸いです。 

10年前に町役場から、田中前町長と職員の方が上京され、ふる

さと金木会が発足して早いもので10年を迎え、発足当時からの理

事は私を含め 3名位になりましたが、津島前会長、工藤現会長、 

事務局、理事のみんなががんばって30(）名からの会員になりました。 

「東京ふるさと金木会」はふるさとの後押しで出来た会です。大

切に育てていきたいものです。 

ふるさとを離れてお互い助け合って生きてきた仲間です。一人でも多く会員になっていただき何か

あった時には相談できるような会になれば良いと。私個人の希望です。 

ト「七タ会」事務局 〒112-0015 東京都文京区目白台2 -14-16 角田 博 fiO3-3041 -0258 

6月29日（日）10周年総会・懇親会の準備は万端整いました。ふるさとからの大勢のお越しをお待ちし 

ております。当日、津軽三味線発祥地の半纏の披露も合わせて行います。 

東京近辺のご家族、知人等にお知らせください。 

ト総会‘懇親会会場 中野サンプラザ 13階『鳳鳳』 午後1時 

中野区中野1-1-1 (JR中央線中野駅北口） 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825'FAX 03-3942-9171 
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今
年
の
四
月
よ
り
金
木
病
院

内
科
に
来
ま
し
た
、
佐
藤
で
す
。
 

金
木
病
院
に
は
、

二
年
前
に
も

三
ケ
月
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
今
回
が
二
回
目
と
な
り

ま
す
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

内
科
の
診
療
を
し
て
お
り
ま

す
と
 
「眠
れ
な
い
」
「夜
中
に
何

回
も
目
が
さ
め
て
し
ま
う
」
「朝

早
く
目
が
さ
め
て
し
ま
い
、
眠

れ
な
い
」
 
な
ど
、い
わ
ゆ
る
睡

眠
障
害
を
訴
え

る
方
は
多
く
、
 

眠
剤
を
内
服
さ
れ

て
い
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
 

最
近
、

昼
間
の
眠

気
が
強
く
、
 

そ
の
こ
と
で
仕
事
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
な
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
が
社
会
的
に
も
注
目
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
 

睡
眠
障
害
を
と
り
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

最
近
に
な
り
、
厚
生
労
働
省

の
研
究
班
よ
り
睡
眠

障
害
の
診

断
、
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。
 

不
眠
症
は
、
大
き
く
分
け
る

と
三

つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
原
因

も
異
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は

い
わ
ゆ
る
 
「寝
つ
き
が

悪
い
」
 

入
眠
困
難
タ
イ
プ
、
「
眠
っ
て
も

途
中
で
何
回
も
目
を
覚
ま
し
て

し
ま
う
」
中
途
覚

醒
タ
イ
プ
、
 

「朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
い
寝

つ
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
早

朝
覚
醒
タ
イ
プ
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
不
眠
の
タ
イ
プ

ご
と
に
原
因
を
ま
と
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
入
眠
困
難
で
す
。
 

調
査
で
は
、
二
十
歳
以
上
の
日

本
人
の
八
％
程
度
が
寝
付
き
の

悪
さ
を
経
験
し

て
い
る
と
言
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
眠
前
に
日
中
に

あ
っ
た
い
や
な
こ
と
な
ど

い
ろ

い
ろ
悩
む
こ
と
が
多
い
人
、
以

前
に
な
に
か
で
不
眠
を
経
験
し
、
 

ま
た
眠
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
不
安
に
な
る
よ
う
な
人
で
多

く
、
ま
た
眠
る
前
に
、

コ
ー
ヒ
 

ー
を
飲
ん
だ
り
、
熱
い
風
呂
に

入
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
入
眠

困
難
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
疾
患
に
伴
っ

て
、
寝
入
り
ば
な
に
足
が
む
ず

む
ず
し
て
眠
れ
な
い
「
む
ず
む

ず
脚
症
候
群
」
の
方
も
少

な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
睡
眠

相
後
退
症
候
群
と
い
っ

て
、
睡

眠
の
サ
イ
ク
ル
が
ず
れ

て
し
ま

う
よ
う
な
疾
患
や
内
服

薬
の
な

か
で
不
眠
の
原
因
と
な
り
う
る

よ
う
な
薬
剤
も
あ
り
ま
す
。
 

つ
ぎ
に
、
中
途
覚
醒
で
す
が
、
 

日
本
人
の
成
人
の
十
五
％
に
中

途
覚
醒
型
不
眠
が
あ
り
最
も
多

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
特
 

2
高
齢
者
の
方
で
多
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
原
因
と
し
て

は
、
夜
間
の
頻
尿
や
身
体
の
痛

み
な
ど
の
身
体
疾
患
が
原
因
と

な
る
他
、
脚
が
む
ず
む
ず
し
て

起
き
て
し
ま
う
「
む
ず
む
ず
脚

症
候
群
」
 
や脚
が
突
然
か
く
つ
 

と
し
て
目
が
覚
め
る
と
い
っ
た
 

「
睡
眠
時
周
期
性
四

肢
運
動
障

害
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

う
つ
病
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が

強
い
場
合
に
も
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

早
朝
覚
醒
は
、
う
つ
病
で
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
専
門

的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
早
朝
の
頭
痛

な
ど
で
目
が
覚
め
る
場
合
に
は

脳
の
器
質
的
疾
患
が
隠
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
加

齢
に
伴
う
変
化
で
も
、
入
眠
時

間
が
早
く
な
り
、
そ
の
た
め
起

床
時
間
が
早
く
な
る
傾
向
は
あ

り
ま
す
。
 

不
眠
症
の
治
療
 

ま
ず
は
不
眠
、
特
に
入
眠
困

難
の
改
善
の
た
め
に
、
就
寝
前

の
刺
激
物
を
さ
け
る
こ
と
や
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

具
体
的
に
は
就
寝
前

4
時
間
の

カ
フ
エ
イ
ン
の
摂
取
を
さ
け
る
、
 

就
寝
前

一
時
間
の
喫
煙
を
さ
け

る
、
ま
た
ぬ
る
め
の
入
浴
や
安

眠
の
た
め
に
、
寝
室
は
暗
く
す

る
、
テ
レ
ビ
や
照
明
を

つ
け
た

ま
ま
入
眠
し
な
い
な
ど
の
工
夫
 

が
必
要
で
す
。
規
則
正
し

い
生

活
も
生
活
の
リ
ズ
ム
を

一
定
に

す
る
と
い
う
点
で
安
眠
に

つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
寝
酒
を
飲

む
と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
深
い
睡
眠

を
減
ら
す
作
用
が
あ
り
、
夜
中

に
目
が
覚
め
る
こ
と
が
多
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
工
夫
を
し

て
も
眠
れ
な
い

方
に
は
眠
剤
の
内
服
を
行
い
ま

す
が
、
睡
眠
薬
に
は
、
短
時
間

作
用
型
か
ら
長
時
間
作
用
型
ま

で
様
々
な
薬
が
あ
り
、
不
眠
症

の
タ
イ
プ
に
よ
り
使
い
分
け
が

必
要
で
す
。
く
せ
に
な
る
か
ら

飲
ま
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
医
師
の
指
示

で
正
し
い
服
用
を
す
れ
ば
安
全

で
す
。
ま
た
今
ま
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
不
眠
に
は
う
つ
な

ど
の
疾
患
や
身
体
疾
患
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
で
は
、
基
礎
疾
患
の
治
療
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
不
眠
、
熟

眠
感
の
欠
如
は
、
日
中
の
仕
事

の
能
率
低
下
や
事
故
な
ど
に
つ

な
が
る
事
が
あ
り
、
原
因
を
特

定
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
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だい ち 

大 智くん（5 月 7日生） 

弟のだいちちゃんです。どうぞよろしくね！! 
（兄 大期より） 

あや と 

プ
も
 

土 岐 彩 人くん（5月 8 日生） 

‘こ二【ミ声、 

病気などしない明るく元気な子になってネ 
（両親 和仁・幸子より） 

き 

輝くん（ 5 月10日生） 

’、～  
ーーー―J 

いつまでも兄弟仲良くね 
（両親 猛・直子より） 

滝
 

黒
 

め
勇
 

小
 

林
 

⑩窓昌露、 
グ 

ぐおめでとう》 
そう 

石戸谷 	奏（厚 志）金 木 
ゆう 	き 

小 林 勇 輝（ 猛 ）金 木 
あや 	と 

土 岐 彩 人（和 仁）嘉 瀬 
だい 	ち 

黒 滝 大 智（秀 美）金 木 

おしあわせに 》 

藤 和 広（忠 志）金 木 

田 美賀子（孝 ）金 木 

l 今 	隆 文（勝 慶）喜良市 

、米 塚 里 美（秋 雄）中里町 

ぐ おくや み 加 
面 豊 1111] (82 才）喜良市 

サ タ（84 才）嘉 瀬 

政 光（77 才）嘉 瀬

谷 シ エ (82 才）川 倉

尾 ア ギ（92 才）金 木 

徳 盛（74 才）喜良市

田 た み（77 才）金 木

谷 た ね（85 才）金 木

崎 弘 道（65 才）藤 枝

東 イ ョ（95 才）金 木

中 ア サ（83 才）嘉 瀬

谷 金四郎（89 才）川 倉 

この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 

ミ掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。／ 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

一
方
は

企
画
観
光
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ま
で
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◇
五
月
三
十
一
日
 

カ
ギ
三
個
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
付
）
 

神
明
宮
前
路

上
 

口
六
月
五
日
 

自
転
車
（
青
色
カ
ゴ
付
）
 

中
央
公
民
館
前
 

口
五
月
一
日
 

一乙
ン
タ
ル
腕
時
計

（
黒
バ
ン
ド）
 

金
木
中
学

校
近
く
 

踏
切
周
辺

路
上
 

心
当
た
り

の
方
は
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
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5月末現在 前年同月比 

男 	5, 576人 △ 28人 

女 	6, 194人 △ 35人

計 11, 770人 △ 63人 

世帯数 4, 080 	26 、 

一
 

一
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